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成果の概要／増田 開 
 
貴財団の国際研究集会派遣助成を受け，2008 年 8 月 10 日から 15 日に渡って米国テ
キサス州フォートワースで開催された the 20th International Conference on the Application 
of Accelerators in Research and Industry （CAARI2008，第 20回研究・産業への加速器応
用に関する国際会議）に出席し，研究成果“Research and Development of Compact 
Neutron Sources based on Inertial Electrostatic Confinement Fusion（慣性静電閉じ
込め核融合を用いた小型中性子源の研究開発）”について発表を行った。 

 

同国際会議は，医療，材料微細加工から教育に渡る広い分野での加速器応用について

実に 13 もの分科会からなる，この研究領域では最も権威ある国際会議の一つであり，
今回も 40ヶ国を超える国々から約 500人の参加者があった。報告者が成果発表を行っ
た，テロに対抗する危険物検査原理・技術等を主に扱う国家・国土セキュリティー分科

会には，最も多い 50 件の口頭発表，このうち，中性子線やガンマ線などの先進的線源
のセッションでは 8件の口頭発表があった。このうち 3件あった招待講演の 1つとして，
このような権威ある国際会議において成果発表を行えたことは，報告者の研究キャリア

において大きなチャンスであった。 
行った成果発表の内容は， 

(1) 申請者らが開発に成功した世界最小の慣性静電閉じ込め方式中性子源の実験
性能，並びに，その成功に導いた研究・開発の内容 

(2) 更なる高性能化を目指した新改良方式の提案と，その原理実証に向けた予備実
験 

の 2点であり，前者に対しては特に，発表時間内の質疑応答に留まらず大きな反響があ
り，同時に小さからぬ評価を受けたものと感じた。 
 

 他の研究者からは，他方式の小型の中性子源やガンマ線源開発に関する最先端の研究

成果の発表があり，これらの研究者との議論を通じて，これら他方式と比較した，報告

者の取り組んでいる方式の特徴，原理的な利点と欠点を具体的に捉えることができた。

また，これらの線源の利用に関してはさらに多くの研究発表があり，応用分野や利用方

法によって異なる線源に求められる要求性能・特長についても，広く情報を得ることが

できた。これらの成果は，報告者自身の今後の研究展開の方向性を考える上で，極めて

重要な指針となると考えている。 
 具体的には，一例として空港や港湾における手荷物やコンテナ中の危険物検査への応

用においては，小型の中性子源やガンマ線源には，その線源出力もさることながら，理

想的には中性子やガンマ線の光子１個１個と同時に同期信号を発生するような，いわゆ

る標識付きの機能が求められている。これは，被検査対象への放射線の許容照射量の制



約から，少ない照射量で検査するための高い S/N比を実現する技術であり，中性子源に
ついてはこのような機能を有した線源の発表もあったが，ガンマ線源については，標識

付き機能を実現する原理さえも未だ提案されていない。 
 報告者は，今回は中性子源として発表を行った慣性静電閉じ込め方式線源において標

識付きガンマ線発生を実現する原理の原案，コンセプトを有している。残念ながら今の

ところ研究費獲得に至っておらず，学会発表は行えていないが，いずれにしても，この

原理実証実験を行って数年のうちに学会発表することができれば，この研究領域に大き

なインパクトを与えることができると確信することができた。 
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